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肥効調節型肥料を利用した大豆の生育特性
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1 は じ め に
現在、本県の大豆の一般栽培 (慣行)における施肥体

系は、「基肥+追肥X(7葉期)」 であることから、追肥
時期が水稲の穂肥時期と重なり、労力が競合する場面が

みられる。また、この時期は梅雨の最中であり、降雨条

件によっては適期に追肥ができないリスクも高い。

このようなことから、大豆栽培の省力化を図るため、

3カ年にわたり (H14～ 16)肥効調節型肥料の溶出パタ

ーンと大豆の基肥施肥栽培 (基肥時 1回rLH)について

慣行の体系施肥と比較検討したので報告する。

(※迫肥は、LPコート70を施用)

2“ 験 方 法
1.材料及び方法

(1)供試ほ場  山形農試畑ほ場 (褐色森林土)
(2)供試品種  タチユタカ
(3)耕椰概要

① 播種期及び栽植密度  ②施肥体系
(N成分、k′ a)

稼
讀 婦

H14 0月 11日   158
H15  0月 6日    123
H10  0月 7日    123

(4)供試した肥効調節型肥料

基肥 追肥

(5)肥効調節型肥料の窒素溶出パターン

調査圃場に、網袋に入れた肥効調節型肥料を埋設 (深

さ5cm)し、定期的に土壊中から掘り出し、窒素の残
量を分析し溶出量の推移を調査した。

3 日覇熙顆υLび引彙
試験期間の気象条件は 1年 目 (H14)と 3年 目

(H16)は平年より気温が高く、 2年目 (H15)は冷

夏となり平年より気温が低い条件での検討となった。

また、3年目は開花期が高温で土壌乾燥が進んだこ

とから開花期に灌水 (2回)を実施している。

(1)肥効調節型肥料の窒素溶出パターン
H14:セ ラコートR70はR50に比較し、窒素
の溶出は緩やかであり、土壊中に埋設後 35日 目 (積

算地温813°C、 7/5)の窒素溶出量はR70が 1
0%、 R50が 30%であった。R70は、培土時期
となる42日 目 (同 997° C、 7/12)から56日
目 (同 1,371℃、7/26)に窒素溶出量は急増
し、7/26に 60%に達した。その後、緩やかな溶
出が継続し、溶出率が 80%に達したのは 92日 目
(同 2,200°C)であつた。
H15:レギュラータイプのエコロングR40は埋
設後 10日 目には窒素の溶出が始まつており、35日

目の溶出量は50%を超え、 8/6には溶出率は7
0%になつた。一方、シグモイドタイプのエコロング

S60、 S70、 セラコートR701ま、埋設後20日

目までの窒素溶出量は 10%以下に抑えられており、
7月上旬までの溶出量は 10%、 8月第 1半旬までの

溶出量は30%未満と緩やかであつた。しかし、8月
第2半旬以降に急激に溶出率が高まつた。

H16:エコロングのレギュラー (R40)と シグ
モイド (S70)、 セラコートR70について検討し
た。エコロングのレギュラータイプ (R40)は、埋
設後22日 目 (積算地温 531° C、 7/10)の窒素
溶出率は39%、 54日 目 (同 1,388°Q8/1
1)には87.4%に 達した。
一方、エコロングのシグモイド (S70)タ イプ
は、窒素の溶出率が 3害」に達したのが42日 目(同 1,
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032、 7/30)であつた。この時期から開花期(8
/11)にかけて窒素の溶出量は8割を超え、その後
は緩やかな溶出経過となった。

セラコートR70は、埋設後42日 目(7/30)
の窒素溶出量はエコロングSと同等の溶出であつた。

この時期から54日目(8/11)にかけ溶出は急増
し、 67日 目 (8//24)で 8割に達した。 99日 目

(9/25)では、85%の溶出率であり、美肥大期
の後半でも窒素の供給が継続していることが推察さ

れた (図 1)。

(2)肥効調節型肥料と大豆の生育・収量

生育経過 :肥効調節型肥料を基肥施用 (追肥省略)

した場合の大豆の生育は、慣行施肥 (基肥+培土期追

肥)に比較し、生育前半 (7葉期=播種後39日 目、

7/16)で は、草丈は、慣行区>エコロング>セラ
コート、葉面積指数 (LAI)は、エコロング>慣行
>セラコートとなつた。これはエコロングのレギュラ

ータイプの窒素の溶出が生育に反映したものと考え

られる。しかし、開花期 (播種後 64日 目=8/10)
になるとシグモイドタイプの窒素溶出量が増加する

ことから、肥効調節型肥料を使用した両区とも葉面積

指数 (LAl)はほぼ同程度となり、共に慣行区を上
回つた。乾物重はエコロング区が最も大きかつた (表

1)。

成熟期の生育は、肥効蘭節型肥料を使用した区では、

全般にキ事長が長く、主茎節数及び個体当たり業数が

少ない傾向にあった。反面、業肥大期の窒素供給が継

続することから、百粒重の増加が期待され、収量は概

ね慣行区同等以上を確保した (表 2、 表 3)。
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図1 肥効調節型肥料の溶出パターン
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4ま と め
以上の結果から、肥効調節型肥料を基肥時1回施用す

ることで、慣行同等以上の収量が確保できることを確認

した。また、この始 肥効調節型肥料にレギユラータ

イプの肥効を示す窒素が入ることで、大豆の生育前半の

生育はより安定的に確保できた。

なお、肥効調節型肥料の基肥時 1回施用にかかるコス

ト面での評価は、現在の大豆の施肥体系 (基肥は大豆イヒ

成、追肥はLPコート70)に比較して、ほぼ同等と試
算されることから、実用上特段の問題は無いと考えられ、

省力的な施肥対応が可能となる。
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